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第 2 章では，ポリエチレングリコール CPEG) またはPEGアルキルエーテル CPEGエーテル)
を，相間移動触媒または溶媒とする種々のアルキル化反応の結果をまとめている。すなわち液-液二相






















(3) 双性求核体であるスルフィナートアニオンのアルキル化において， P EG400を溶媒とした場合，
高収率で s- アルキル化物(スルホン)のみが得られることを明らかにしているo
(4) アルミナ担持水酸化アルカリを用いるフェニルアセトニトリルのアルキル化およびアルミナ/粉末
水酸化カリウム混合物を用いるアミド類のアルキル化の際に，溶媒，アルキル化剤，アルミナの種類
などがモノアルキル化の選択性に及ぼす影響を調べ，選択性向上の理由を明らかにしている。
(5) イオン交換能も相間移動触媒能も持たないマクロポーラスポリマ一樹脂に， KCNなどの塩を担持
させるだけで，そのアニオン種の求核性が著しく増大し，効果的なアルキル化が起こることを見出し
ている。
以上のように本論文はアルキル化反応に関して有効な方法を開発し，その利用に関して基礎的な知見
を与えたもので，その成果は有機合成化学ならびに有機工業化学分野に貢献するところが大きい。よっ
て本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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